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ヤコブ・ベーメ、エティンガ （ーF.C.Oetinger, 1702-82）、バーダ （ーF.X.von Baader, 1765-1841）

































































存在は「アウクスブルク信仰告白」に記されるような罪深さ（Sine fiducia erga Deum et cum 





































































































































































































































































































































































































































































『ティリッヒ研究』（現代キリスト教思想研究会）第 5号、2002年 9月、1-18頁所収を参照。 





























である。尚、この問題に関しては、以下の文献が詳しい。Vgl., Jörg Eickhoff, Theodizee, Die 
heo og sche Antwo  Pau  Tillichs im Kon ext de  theo og schen Frages e ung, Frankfurt a.M. 
1997; Das Problem der Theodizee im Werk von Paul Tillich, in: NZSTh, Bd.44, Walter de Gruyter 
2002, SS.43-70. 











Gunther Wenz: Die reformatorische Perspektive, Der Einfluß Martin Kählers auf Tillich(1989), 
in: T llich im Kontext, Theologiegeschichtliche Pe spek iven, (Tillich-Studien Band2), LIT 


















ヒ研究』（現代キリスト教思想研究会）第 3号、2001年 9月、55-72頁所収を参照。 
(15) このことが復活の思想と関連する。復活とは、キリストの復活において基礎付けられる人格性の永遠
の意味についての教説である（vgl., Tillich[1913], S.374）。魂の不死と区別された身体の復活に強調
点が置かれると、この教説は理解不可能となる。それに対してティリッヒは、復活を、個別的人格性
が神の永遠において肯定されることであると解釈し、それをキリストの復活の究極の意味であると理
解している。 
 
 
（こんどう・ごう 京都大学大学院文学研究科博士後期課程） 
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